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はじめに

このたびは「Document Browser」をご利用くださいまして、ありがとうございます。
「Document Browser」は、Webサーバを用いた文書管理＆情報共有支援システムです。
社内に散在する不定型のドキュメントや情報を社内のWeb上に集約して一元管理するこ
とで、情報を共有したり、必要な文書を取り出したりと効率良く情報を活用できるように
なります。
また、事務処理文書や各種申請書などの上司承認が必要なワークフロー文書では、与えら
れたアクセス権限により回覧された文書をWeb環境で承認、差戻し、引戻しなどの処理が
可能となります。
「Document Browser」は、Windows Server 2003、Windows 2000 ServerをOS
としたサーバで動作します。Internet Explorer 6もしくは7が動作するWindowsであれ
ば、クライアントとして、Webブラウザ上からファイルやデータの閲覧、登録、検索など
を行うことができます。

●システム構築
利用者のグループ、権限（システム管理者、キャビネット管理者、ユーザー）などを設定
することができます。既存のアドレス帳がある場合は「Document Browser」にデータ
をインポートすることで、簡単に利用者の登録ができます。
キャビネット管理者は、「Document Browser」で使用するキャビネットを作成します
が、作成には特別な専門知識は必要としません。Webブラウザ上から管理用のサイトに
ログインし、必要なパーツを組み合わせてフォームを組み立てていくだけの簡単操作で
す。利用部門（現場）主体で業務の内容に合わせてパーツを組み合わせられるので利用範
囲が広く、稟議書、会議録などの文書管理（ファイル管理）から、出張報告や各種申請書
などのワークフロー文書の承認機能、顧客データ、営業報告などのデータ管理、日々の
業務報告、プロジェクト管理などの情報共有の用途など様々な使い方ができます。

●Webブラウザからのデータ入力
ユーザーはWebブラウザを利用して、キャビネット管理者が用意したキャビネットに
データを登録します。クライアント側では対応するブラウザが動作可能であれば、特別
なアプリケーションやハードウェアを用意する必要がなく、社内の資源を有効利用でき
ます。

●紙文書はスキャナから入力
エプソン製のコピーシステム「Offirioシリーズ」と連携します。紙文書は、「オフィリオス
テーション」からスキャンし、ScanComposerやScanAgentを介して「Document 
Browser」へ登録できます。

「Document Browser」をオフィス内の文書管理に、情報共有支援にと幅広くご活用い
ただければ幸いです。
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マニュアルの読み方

●マニュアルの構成
「Document Browser」のマニュアルは、『システム管理者マニュアル』（PDF）（本書）と
『キャビネット管理者マニュアル』（PDF）の2つのファイルから構成されます。
・	『システム管理者マニュアル』
	「Document Browser」のサーバへのセットアップ、「Document Browser」の基
本操作、システム準備、メンテナンス、アンインストール操作を説明します。

・	『キャビネット管理者マニュアル』
	「Document Browser」を使って、管理用の「キャビネット」を作成する手順を説
明します。また、データの一覧設定や、キャビネット管理、印刷フォームなど、設
定方法について説明します。

●画面について
本書ではWindows Server 2003上で、Internet Explorer 6を使用した操作画面を使用
しています。

●マークについて
マニュアル中には、いくつかのマークを使って説明している箇所があります。マークの付
いている部分は、重要事項や補足説明など知っていてほしい情報が書かれていますので必
ずお読みください。それぞれのマークには、次のような意味があります。

	

実行後の取り消しができなくなるような注意点や、制限事項など注意すべ
き点を記載しています。

知っていると便利な事柄や補足事項について記載しています。

           参照先を示します。

●表記の約束について
・	製品名は「Document Browser」のように「　」で囲んで表記します。
・	ブラウザ上に表示されるページ名やページ内のボタンは、＜OK＞ボタンのように	
＜＞で囲んで表記します。

・	キーボードのキーは、Enterキーのように枠で囲んで表記します。
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操作を始めるまえに

「Document Browser」システム管理者マニュアルでは、「Document Browser」のセット
アップをはじめ、「Document Browser」の基本操作を中心に解説しています。
キャビネット作成などの実際の利用に関する操作については、別冊の「キャビネット管理者
マニュアル」を参照してください。

	 サーバ動作環境		

＜システム要件＞
●OS

Microsoft® Windows Server® 2003, Datacenter Edition 日本語版
Microsoft® Windows Server® 2003, Enterprise Edition 日本語版
Microsoft® Windows Server® 2003, Standard Edition 日本語版
Microsoft® Windows Server® 2003, Web Edition 日本語版
Microsoft® Windows® 2000 Server日本語版（SP4 以上）
※Microsoft® .NET Framework 1.1が必要です。
※x64 Editionは対象外です。

本書では、上記をそれぞれ「Windows Server 2003」「Windows 2000 Server」
と標記しています。
また、これらを総称する場合は、「Windows Server」と標記しています。

●データベースサーバ	
Microsoft® SQL Server® 2005 日本語版
Microsoft® SQL Server® 2000日本語版（SP4 以上）
Microsoft® SQL Server® 2000 Desktop Engine (MSDE)
※MSDEは、1データベースあたり2GBの上限があります。（添付ファイルは除
く）
※MSDEは同時接続ユーザー数が25以下の場合に選択してください。 同時接続
ユーザー数が25を超える場合は、SQL Server 2000/2005を推奨します。
※SQL Serverは、Developerエディションを除きます。

本書では、上記をそれぞれ「SQL Server 2005」「SQL Server 2000」「MSDE」と
標記しています。
また、これらを総称する場合は、「SQL Server」と標記しています。

●ブラウザ
Windows® Internet Explorer® 7
Microsoft® Internet Explorer® 6SP1以上
本書では、これらを総称する場合は、「Internet Explorer」と標記しています。

●Webサーバ
インターネットインフォメーションサービス (IIS) 6.0
インターネットインフォメーションサービス (IIS) 5.0
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●利用ポート番号
80	 ※デフォルトインストールは80。

＜ハードウェア要件＞
●対応機種

対応OSが正常動作する機種
●メモリ

512MB以上を推奨
※スキャナで高解像度のイメージ画像を取込む場合にメモリ増設が必要となる場合
があります。

●HDD容量
インストール時500MB以上の空き
※登録ファイルやデータベースの容量を除きます。

●CD-ROM
インストール時必要

	 クライアント動作環境		

＜システム要件＞
●ブラウザ

Windows® Internet Explorer® 7
Microsoft® Internet Explorer® 6SP1以上
※「印刷フォーム設計機能」、「印刷機能」、「管理者ツール」、「ファイル自動取り
込み機能の設定」プログラムをクライアントPCで実行する場合、対応OSは
Windows 2000 Professional SP4以上、Windows XP SP2以上、また
は、Windows Vistaです。また、実行するクライアントPCに対して、あらかじ
め.Net Framework1.1のインストール、および、.Net Frameworkのセキュ
リティの変更を行う必要があります。.Net Frameworkのインストールとセ
キュリティの変更は、それぞれのツールに標準添付しているセットアッププロ
グラムを実行することにより行えます。

＜ハードウェア要件＞
●対応機種
対応ブラウザが正常動作する機種

	 ネットワーク環境		

●プロトコル
http、Windows共有フォルダ
※ファイル自動取り込みツールで共有フォルダを使用する場合には、Widnows
共有フォルダのプロトコルが必要。

●帯域
100MBbps以上を推奨
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Document Browserのシステム構成図

「Document Browser」は、サーバにインストールすることでサーバに繋がっているネッ
トワーク上のPCから、Webブラウザを通して操作できます。サーバとクライアントの関
係は以下のようになります。
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権限体系

	 「Document Browser」の利用権限		

｢Document Browser｣の利用権限は、｢システム管理者｣｢キャビネット管理者｣｢ユーザー
｣の3体系に分かれています。
アドレス帳に登録されたユーザーは、与えられたアクセス権限に応じた処理ができます。

権限体系図

アクセス権限 
の付与 

情報共有 
キャビネット 

アドレス帳 

グループＡ グループＢ

Ｄｏｃｕｍｅｎｔ Ｂｒｏｗｓｅｒ 
データベース 

ＳＱＬ Ｓｅｒｖｅｒ 

データ 

データ 
作成 

データ 
印刷 

データ 
編集 

データ 
閲覧 

ファイル管理 
キャビネット 

データ データ データ 

ワークフロー 
キャビネット 

ユーザー  ユーザー 

ワークフロー 
承認メール 

ワークフロー 
通知メール 

イントラネット 

シ
ス
テ
ム
管
理
者

マ
ニ
ュ
ア
ル

システム管理者
・アドレス帳ユーザー管理
・グループ管理
・ライセンス管理
・システムのメンテナンス（管理ツール）
・グループにアクセス権設定
（対象：キャビネット管理者）

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
管
理
者

マ
ニ
ュ
ア
ル

キャビネット管理者
・キャビネット作成
・印刷フォーム設定
・キャビネットの管理
・キャビネットの公開
・アクセス権設定（対象：ユーザー）

ユーザー
・データの閲覧（検索）
・データの新規作成
・データの編集
・データの印刷
・データの削除
・ワークフロー通知メール

●システム管理者
ユーザーの管理（アドレス帳）、グループの管理、管理ツールによるライセンス管理やシス
テムのメンテナンスなど、システムの運営に関わる権限を持ちます。
システム管理者の設定は、アドレス帳で行います。アドレス帳では、ユーザー単位でシステ
ム管理者の権限を付与し、複数のシステム管理者を設定することもできます。

●キャビネット管理者
キャビネット作成と公開、印刷フォーム設定、アクセス権限設定、キャビネットの管理など
の権限を持ちます。
｢システム管理者｣として登録されていても、｢キャビネット管理者｣の権限を設定されてい
ない｢システム管理者｣は、キャビネットの作成はできません。｢キャビネット管理者｣の設
定は、[グループ設定]で行います。
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●ユーザー
キャビネット管理者が公開したキャビネット内のデータの閲覧（検索）、新規作成、編集、印
刷、削除の5つの操作ができます。
実行できる操作は、キャビネット管理者によってユーザー単位・ユーザーグループ単位で
制限をかけることができます。ワークフロー文書では、文書の回覧により承認機能をスター
トできます。

	
システム管理者として登録されていても、キャビネット管理者の権限を設
定されていないシステム管理者は、キャビネットの作成はできません。

	 「Document Browser」の管理		

｢Document Browser｣は、グループ単位でキャビネットを管理します。
キャビネットは、データを登録するための容器のようなもので、それ自体が大きな分類と
して使用できるデータベースです。ユーザーは、各キャビネット用に設計されたフォーム
に従って、キャビネットにデータを登録します。
グループ内には複数のキャビネットを作成できます。1つのグループ内には、あらかじめ
決めた数のキャビネットを作成できます。キャビネット内に登録できる文書数は無制限で
すが、システム全体で作成できるキャビネット数は、購入ライセンスにより制限がありま
す。

●グループ
「グループ」とは、「キャビネット」を運用管理する単位のことで、｢システム管理者｣が作成
します。
グループを作成したら、「システム管理者」はグループ単位にそのグループ内のキャビネッ
トを設定するための「キャビネット管理者」を設定します。例えば、課ごとにグループを作
成し、各課に設定した運用担当（キャビネット管理者）に自由に運営させる、などの運用が
できます。
グループ内に作成できるキャビネット数は、「システム管理者」が設定します。
システム全体で作成できるキャビネット数は、購入ライセンスにより制限があります。
※利用可能なキャビネット数が全て既存のグループに割り当てられているときには、グ
ループを追加することができないため、[グループ設定]で[新規作成]ボタンが表示されま
せん。新規にグループを増やしたいときは、既存グループの[編集]でキャビネット数を調整
してください。

●キャビネット
「キャビネット」とは、それ自体が大きな分類として使用できるデータベース（文書を登録す
るための器）で、｢キャビネット管理者｣が作成・管理します。
キャビネット内に登録できる文書数は無制限です。
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1-1　セットアップ前に確認すること

1. セットアップ

「Document Browser」のサーバへのインストールと、初期設定をします。

1-1　セットアップ前に確認すること

「Document Browser」のインストール前には、以下の環境が準備されている必要があり
ます。
・SQL Server
・インターネットインフォメーションサービス（IIS）
・.NET Framework

●Microsoft SQL Serverについて
「Document Browser」では、データの管理にデータベースを利用しています。データ
ベースは、MSDE（標準添付）もしくは、Microsoft SQL Server（別売） を使用します。
データベースがインストールされていない環境に「Document Browser」をインストー
ルする場合には、「Document Browser」のインストール途中でMSDEを選択し、イン
ストールできます。MSDE以外のデータベースを利用する場合は、あらかじめインス
トールを済ませておいてください。

●Microsoft SQL Serverインストールについて
①SQL Serverインストール時の認証モードについて
SQL Server 2000またはSQL Server 2005 SP2以上をインストールする際には、
必ず「混合モード（Windows 認証とSQL Server 認証）」を選択をしてください。
初期設定では「Windows 認証モード」が選択されていますが、この状態でセットアップ
を実行してしまうと、「Document Browser」のインストールを開始した際にメッセー
ジが表示され、処理が中止されてしまいます。
その場合は、SQL Serverのマニュアルなどを参照し、混合モードに切り替えなおして
から「Document Browser」のインストールを開始してください。

②SQL Server 2005の注意事項
SQL Server 2005をご利用の場合は、動作環境として、.NET Framework 2.0が要
求されます。通常、.NET Framework 2.0はSQL Serverのインストール途中で自動イ
ンストールされますが、SQL Server 2005 Express Editionの場合は、自動インス
トールされません。事前に.Net Framework 2.0のインストールを済ませてから、SQL 
Serverのインストールを開始してください。
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●インターネットインフォメーションサービス（IIS）について
IIS は、インターネット上のサーバコンピュータをWeb サイトとして稼動させるための
機能を提供するサーバプログラムです。「Document Browser」はこの機能を利用して
Web サーバとしてサービスを提供します。
IIS は、Windows オペレーティングシステムにWindowsコンポーネントとして用意さ
れている機能の一つです。IIS が設定されていない場合、「Document Browser」はイン
ストールできません。
なお、IISのインストール時に、現在ご利用のWindows ServerのCD-ROMが要求され
ることがあります。

●.NET Frameworkについて
.NET Framework は、お客様、情報、システムおよびデバイスを繋ぐソフトウェアです。
「Document Browser」は、.NET Framework 1.1を利用します。既に.NET 
Framework 2.0がインストールされている環境でも、「Document Browser」のインス
トール途中で.NET Framework 1.1がインストールされます。

●セットアップ先の確認
「Document Browser」は、サーバのローカル環境にあるハードディスクにインストー
ルして使用します。ネットワーク上に接続された別のドライブやMO、ZIP、NASなど
の環境へはインストールはできません。サーバのハードディスクがいくつかに分かれて
いる場合は、プログラムとデータベースをどのドライブにセットするのかあらかじめ決
めておいてください。インストール先のドライブとフォルダはインストール画面で指定
することができますが、フォルダはなるべく初期状態から変更せず、ドライブの変更の
みにとどめるようにしてください。フォルダを変更する場合は、Cドライブなどルート
ドライブに直接インストールせず、必ずインストール先フォルダを作成し、指定してく
ださい。

●ログオン権限の確認
インストール前に、Administrators権限のあるユーザーでログオンしていることを確
認してください。Administrators権限のあるユーザーでない場合は、インストールを
行うことができません。権限がないユーザーでインストールを実行すると、次のような
メッセージが表示され、処理は中止されます。
「本システムのインストールは管理者（Administrators）権限のあるユーザーで行う必要
があります。」

●実行中プログラムの終了
インストール前に、現在実行中のウィルスチェックプログラムやOffice関連のアプリ
ケーションなど、可能な限り起動しているアプリケーションを終了させてください。イ
ンストール中に実行しているアプリケーションがあると、インストールが正常に終了し
ない場合があります。
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1-2　インストール操作手順

「Document Browser」をサーバへインストールします。
「SQL Serverのインストール」「インターネットインフォメーションサービス（IIS）のイン
ストール」「「Document Browser」のインストール」について詳しくご説明します。
※ドライブ名称などは、現在ご利用の環境に置き換えてお読みください。

	 「Microsoft SQL Server」のインストール		

「Microsoft SQL Server」をサーバへインストールする方法を説明します。

「Microsoft SQL Server 2005」の画面で説明します。
Microsoft SQL Serverのタイプによって画面のイメージやドライブ名称が
異なる場合がありますが、ご利用者の環境に合わせて、読み替えて設定して
ください。

1	「Microsoft SQL Server 2005」のCD-ROMをCDドライブに挿入します。
「Microsoft SQL Server 2005」のセットアップが開始されます。

2	「使用許諾契約書」の画面で[使用許諾契約書に同意する]を選択し、＜次へ(N)＞ボタ
ンをクリックします。
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3	＜インストール(Ｉ)＞ボタンをクリックします。

＜次へ(N)＞ボタンをクリックします。

4	システム構成チェックが行われたあと、＜次へ(N)＞ボタンをクリックします。
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5	名前と会社名を任意で設定し＜次へ(N)＞ボタンをクリックします。

6	インストールするコンポーネントの選択画面が表示されるので、[SQL Server デー
タベースサービス(Ｓ)]をチェックして＜次へ(N)＞ボタンをクリックします。
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7	サービスアカウントを選択し（その他の設定は初期設定のまま）、＜次へ(N)＞ボタン
をクリックします。

社内の環境に合わせて選択してく
ださい。

8 	「認証モード」画面が表示されるので、『混合モード(M)（Windows認証とSQLServer
認証）』を選択します。パスワードの設定を行い、＜次へ(N)＞ボタンをクリックしま
す。

	
『混合モード』を選択しないと、「Document Browser」が正常にインス
トールできませんのでご注意ください。
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そのまま、＜次へ(N)＞ボタンをクリックします。

そのまま、＜次へ(N)＞ボタンをクリックします。
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9	＜インストール(N)＞ボタンをクリックします。

「セットアップの進行状況」が表示されます。
選択されたコンポーネントによっては、設定完了までに多少時間がかかる場合があ
ります。



18

セ
ッ
ト
ア
ッ
プ

1-2　インストール操作手順

＜次へ(N)＞ボタンをクリックします。

10	「Microsoft SQL Server 2005 セットアップの完了」画面が表示されます。
＜完了(F)＞を押して、インストール作業を完了します。
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	 「インターネットインフォメーションサービス（IIS）」のインストール		

「Document Browser」をインストールする前に、Windows Server付属のインター
ネットインフォメーションサービス（IIS）の設定が必要です。IISが設定されていない環境
で「Document Browser」のインストールを行うと、途中で以下の画面が表示されます。
<OK>をクリックして「Document Browser」のインストールを中止し、IISを設定して
ください。

IISのインストール時に、現在ご利用のWindows ServerのCD-ROMを要求
されることがあります。

IISのインストール方法を説明します。

1	［スタート］→［コントロールパネル］→［プログラムの追加と削除］を選択します。
＜プログラムの追加と削除＞画面が表示されます。

2	＜Windowsコンポーネントの追加と削除＞ボタンをクリックします。

＜Windowsコンポーネントウィザード＞画面が表示されます。
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3	［アプリケーションサーバー］をチェックし、＜詳細＞ボタンをクリックします。

4	［ASP.NET］と［インターネットインフォメーションサービス（IIS）］をチェックし、
＜OK＞ボタンをクリックします。

IISのインストールが開始されます。

	
Windows Server 2003の場合、初期設定では「アプリケーションサー
バー」設定画面で[ASP.NET]はチェックされていません。[インターネッ
トインフォメーションサービス（IIS）]をチェックしても[ASP.NET]に
チェックがされていないと、データベースへの接続時にエラーとなりま
す。インターネットインフォメーションサービス（IIS）]とあわせて[ASP.
NET]もチェックされているかご確認ください。

5	インストール中に以下のメッセージが表示されたら、Windows ServerのCD-
ROMをCD-ROMドライブに入れてください。
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6	インストール終了後、CD-ROMをCD-ROMドライブから取り出し、PCを再起動し
ます。

	 「Document Browser」のインストール		

「Document Browser」をサーバへインストールする方法を説明します。

1	「Document Browser」のCDをCDドライブに挿入します。
「Document Browser」のセットアップメニューが表示されます。「Document 
Browserのインストール」ボタンを押すと、「Document Browser」のインストール
が開始されます。

セットアッププログラムは、ご利用のシステム内の「IIS」と「Microsoft .NET 
Framework」が有効かどうか調べ、これらの機能が有効でない場合には、インストー
ルするようにメッセージが表示されます。
 「インターネットインフォメーションサービス（IIS）のインストール」 P.19

 

2	「Microsoft .NET Framework」がインストールされていない場合は、以下のメッ
セージが表示されます。.
＜はい＞をクリックします。
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3	使用許諾に同意する場合は、＜同意する＞を選択し、＜インストール＞をクリック
します。

4	「Microsoft.NET Framework」のインストールが終了すると次の画面が表示されま
す。.
＜OK＞をクリックします。

5	続いて、「Microsoft .NET Framework Language Pack」のインストールの確認
画面が表示されます。.
＜はい＞をクリックします。
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6	「Microsoft .NET Framework Language Pack」の使用許諾が表示されます。.
＜同意する＞をクリックします。

7	「Microsoft .NET Framework Language Pack」のインストールが終了すると次
の画面が表示されます。＜OK＞をクリックします。

8	＜次へ(N)＞ボタンをクリックします。

＜次へ(N)＞ボタンをクリックすると、＜使用許諾契約＞画面が表示されます。
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9	使用許諾に同意する場合は、「使用許諾契約の条項に同意します」を選択し、＜次へ
(N)＞ボタンをクリックします。

＜次へ(N)＞ボタンをクリックすると、＜データベースの選択＞画面が表示されま
す。

10	 使用するデータベースを選択し、＜次へ(N)＞ボタンをクリックします。
［MSDEを使用します。］
MSDEを使用します。既にMSDE
を使用する製品がある場合でも、
新たに「Document Browser」用
のMSDEがインストールされま
す。

［SQL Server 2005 も しくは 
SQL Server 2000 を使用しま
す。］
SQL Server 2005もしくはSQL 
Server 2000を使用します。こち
らを選択する場合は、「Document 
Browser」インストール前にあらか
じめSQL Server 2005もしくは
SQL Server 2000のインストール
を済ませておく必要があります。 

［MSDEをインストールします。］を選択して＜次へ(N)＞ボタンをクリックしたとき
は、＜インストール先のフォルダ＞画面が表示されます。操作手順 11へ進んでく
ださい。
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［SQL Server 2005 もしくは SQL Server 2000 を使用します。］を選択して＜
次へ(N)＞ボタンをクリックしたときは、＜SQL Server＞画面が表示されます。

①

②

③

①	＜参照（R）...＞ボタンをクリッ
クし、表示されるリストより
「Document Browser」を追加
するサーバを選択します。

②	サーバへの接続方法を選択しま
す。

	 現在のWindows認証情報を利用
してサーバに接続する場合は、［現
在のユーザーのWindows認証情
報］を選択します。

	 別のアカウント情報で接続する
場合は、［次のログインIDおよ
びパスワードを利用したSQL 
Server認証］を選択し、［ログイン
ID］および［パスワード］を入力し
ます。

③	＜次へ(N)＞ボタンをクリックし
ます。

＜データベースアクセスユーザーの作成＞画面が表示されます。

＜次へ(N)＞ボタンをクリックすると、＜インストール先フォルダの指定＞画面が表
示されます。
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インストールの途中でエラーが表示されたときは、あらかじめインストール
されたMSDEまたはSQLサーバのサービスが開始されていることを確認して
ください。

サービスの開始を確認するには
［スタート］→［コントロールパネル］→「管理ツール」→［サービス］を選択します。
＜サービス＞画面が開きます。

＜MSDEの場合＞

「MSSQL＄EPSON」の
［状態］が「開始」になって
いることを確認してくださ
い。

＜SQLサーバの場合＞

「SQL Server
（MSSQLSERVER）」の
［状態］が「開始」になって
いることを確認してくだ
さい。
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11	プログラムとデータのインストール先フォルダを確認し、＜次へ(N)＞ボタンをク
リックします。

インストール先フォルダを変更する
ときは、＜変更（C）...＞ボタンをク
リックし、任意のフォルダ名を指定
します。

＜次へ(N)＞ボタンをクリックすると、「全文検索」機能の選択画面が表示されます。
この画面で、全文検索機能の利用有無やカタログ名を設定します。

	
[全文検索を利用する]のチェックを外すと、全文検索機能が利用できなく
なります。全文検索機能を利用する場合には、再度セットアップが必要と
なりますので、チェックをはずす際にはご注意ください。

＜次へ(N)＞ボタンをクリックすると、インストール準備が整ったことを知らせる画
面が表示されます。
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12	＜インストール(I)＞ボタンをクリックします。

＜インストール(I)＞ボタンをクリックすると、ファイルのコピーを開始します。

インストールが完了すると、「Readme」が表示されます。（ウィンドウが後ろになる
場合もあります。）

13	 Readmeを読み、注意事項を確認します。
＜閉じる＞ボタン
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「Readme」ファイルには、「Document Browser」をご利用になる上での注意点や、
マニュアルなどのドキュメントに反映できなかった情報が掲載されていますので、
必ず一度はご覧ください。　
「Readme」ファイルを閉じるには、ウィンドウ右上にある＜閉じる＞ボタンをク
リックしてください。
＜Install Shieldウィザードの完了＞画面が表示されます。

14	＜完了(F)＞ボタンをクリックします。

「Document Browser」のインス
トールが完了します。
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1-3　初期設定

「Document Browser」のインストールが終了すると、引き続き自動的にブラウザが起動
し「アドレス帳」初期設定ページが表示されます。ここでは、Document Browserでシス
テム管理者を設定します。システム管理者は、アドレス帳の管理やライセンスの管理、キャ
ビネット管理者、管理ツールのシステムメンテナンスなどを行います。
キャビネット管理者やキャビネット一覧の設定方法については、『キャビネット管理者マ
ニュアル』を参照ください。

1	システム管理者情報を入力し、＜登録＞ボタンをクリックします。

④

①

②
③

①	管理者IDを入力します。
②	パスワードと確認用パスワードを
入力します。

③	必要に応じて、管理者の［氏名］［フ
リガナ］［メールアドレス］を入力
します。

④	＜登録＞ボタンをクリックしま
す。

登録内容の＜確認＞ページに切り替わります。

セキュリティ保護のため、IDとパスワードが同じ場合は、次回ログオン時に
以下の画面が表示され、パスワードの再設定が必要となります。
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2	登録内容を確認し、問題がなければ＜ログイン＞ボタンをクリックします。
登録内容を変更するときには、＜戻る＞ボタンをクリックして変更できます。

＜ログイン＞ボタンをクリックすると、＜Document Browser －初期設定グルー
プのキャビネット一覧＞ページに切り替わります。
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1-4　ライセンス形態とプロダクトキーの登録

「Document Browser」のライセンス形態について説明します。「Document Browser」を
ご利用になる上で重要な内容ですので、必ずご覧ください。

	 ライセンス形態		

インストール直後（製品版のライセンスを登録するまで）の状態は、「体験版ソフトウェア」
として60日間のみ使用できるライセンスです。『ライセンス証書』記載の「プロダクトキー」
を登録することで、『ライセンス証書』記載のキャビネット数や契約期間が有効となります。

	 プロダクトキーを登録するには		

「Document Browser」のプロダクトキーを登録します。

1	「Document Browser」を起動し、システム管理者ページにログインします。
＜Document Browser－キャビネット一覧＞ページが表示されます。

2	＜環境設定＞ボタンをクリックします。

＜Document Browser－環境設定＞ページに切り替わります。

3	＜プロダクトキーの登録＞ボタンをクリックします。

＜Document Browser－プロダクトキーの登録＞ページに切り替わります。
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4	プロダクトキーを入力し、＜登録＞ボタンをクリックします。

①

② ①	プロダクトキーを入力します。
	 プロダクトキーは、パッケージ同
梱の『ライセンス証書』に記載され
ています。

②	＜登録＞ボタンをクリックしま
す。

プロダクトキーが登録され、登録情報が表示されます。

上部に表示されていた利用期限に関
するメッセージが消えます。
＜戻る＞ボタンをクリックすると、
＜環境設定＞ページへ切り替わりま
す。

プロダクトキーを登録すると上部に表示されていた利用制限メッセージ表示
が消え、本運用を開始した状態になります。登録された内容はこれ以降、環境
設定の［ライセンス登録情報］で確認することができます。

	 ライセンスの更新について		

「Document Browser」はライセンスの使用期限が終了するとプログラムが起動しなくな
ります。更新用のライセンスを購入することで継続してご利用いただくことが可能です。
また、更新のタイミングでご利用のキャビネット数を変更することも可能です。更新用ラ
イセンスの登録は、  「ライセンス」 P.85の手順をご確認ください。

	 追加ライセンス（アップグレード購入）について		

「Document Browser」利用中、キャビネット数が不足する場合は、追加ライセンスを購
入することで、使用できるキャビネット数を増やすことができます。
追加ライセンスの登録は、  「ライセンス」 P.85の手順をご確認ください。
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2. 基本操作

「Document Browser」の基本操作の流れを説明します。

2-1　操作の流れ
操作 操作者 参照

1 アドレス帳の登録 システム管理者  『システム管理者マニュアル』
「4. アドレス帳」 P.56

2 グループ作成 システム管理者  『システム管理者マニュアル』
「2-4. グループの管理」 P.41

3 キャビネット作成 キャビネット管理者  『キャビネット管理者マニュアル』
「2. キャビネットの作成」 P.13

4 キャビネットの利用 ユーザー  『キャビネット管理者マニュアル』
「7. ユーザーページの利用」 P.116

5 システムのメンテナンス システム管理者  『システム管理者マニュアル』
「3. 環境設定」 P.47
「5. システム管理ツール」 P.77

「Document Browser」をインストールすると、「管理者ログイン」「ユーザーログイン」「ア
ドレス帳ログイン」の３つのメニューが用意されます。

1	「アドレス帳－初期設定」ページで、「Document Browser」のシステム管理者を設定
します。
システム管理者は、「Document Browser」を利用するユーザーを「アドレス帳」に登
録します。

2	「Document Browser」内にグループを作成します。
グループを作成したら、システム管理者はグループ単位にそのグループ内のキャビ
ネットを設定するためのキャビネット管理者を設定します。

3	グループ内にキャビネットを作成します。
キャビネット管理者は、グループ内に文書を登録するための器（キャビネット）を作
成します。「キャビネット」は、それ自体が大きな分類として使用できるデータベース
です。
キャビネットを作成したら、そのキャビネットにアクセスできるユーザーの設定と、
アクセス権限の設定を行います。
作成が終わったら、キャビネットを公開します。
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4	キャビネットの利用（データ登録/閲覧）
ユーザーは、ブラウザ上で[ユーザーホーム]にアクセスし、与えられた権限の範囲で
文書の新規作成・閲覧・編集・削除をします。また、キャビネット内の文書を検索
したり、印刷フォームを使って印刷したり、必要な情報を抽出したりできます。上長
の承認が必要な文書では、ワークフローの承認機能を活用し、文書を回覧して承認
履歴を残すことも可能です。

5	システムのメンテナンスをします。
システム管理者は、状況にあわせてキャビネットのメンテナンスや、バックアップ
をします。

以上が一連の操作の流れです。
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2-2　起動／ログイン方法

「Document Browser」の【管理者ログイン】、【ユーザーホーム】の起動方法を説明します。

	 管理者ページにログインするには		

「Document Browser」の管理者ページにログインします。

1	［スタート］→［プログラム（P）］（または［すべてのプログラム（P）］）→［Offirio 
SynergyWare］→［Document Browser］→［【管理者ログイン】］を選択します。

ブラウザが起動し、＜Document Browser－ログイン＞ページが表示されます。

2	管理者ID、パスワードを入力し、＜ログイン＞ボタンをクリックします。

①
②

③

①	［社員番号］にシステム管理者、ま
たはキャビネット管理者のIDを入
力します。

②	パスワードを入力します。
③	＜ログイン＞ボタンをクリックし
ます。

＜グループの管理＞ページに切り替わります。
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セキュリティ保護のため、ログインしたユーザーのIDとパスワードが同じ場
合、「アドレス帳」の＜個人情報の編集＞ページが表示され、パスワード変更を
促します。

パスワードを変更し＜更新＞ボタンをクリックすると、＜情報確認＞ページ
に切り替わり、そこでもさらに＜更新＞ボタンをクリックすると、＜グループ
の管理＞ページに切り替わります。

3	開きたいグループ名リンクをクリックします。

選択したグループの［キャビネット一覧］が表示されます。
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	 ユーザーページを起動するには		

「Document Browser」のユーザーページを起動します。

1	［スタート］→［プログラム（P）］（または［すべてのプログラム（P）］）→［Offirio 
SynergyWare］→［Document Browser］→［【 ユーザーホーム】］を選択します。

ブラウザが起動し、＜Document Browser－キャビネット一覧＞ページが表示さ
れます。

2	社員番号、パスワードを入力し、＜ログイン＞ボタンをクリックします。

①	 ②	 ③
①	［社員番号］に ユーザーのログイ
ンIDを入力します。

②	パスワードを入力します。
③	＜ログイン＞ボタンをクリックし
ます。

＜キャビネット一覧＞ページに切り替わります。

ユーザーページのURLアドレスとアカウント情報は、システム管理者から
ユーザーに告知してください。ユーザーページのURLは、以下のようになり
ます。ただし、赤字で表示している部分は、お使いのネットワーク環境のホス
ト名になります。
http://EPSONServer/dbrowser/doc/user/index.aspx

	

「Document Browser」利用中、Webブラウザの＜戻る＞ボタンを押し
たときに、「警告：ページの有効期限切れ」が表示されることがあります。
「Document Browser」のページに表示されるボタンで作業をすすめるよ
うにしてください。
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2-3　画面

システム管理者でログインしても、ユーザーで起動しても、＜キャビネット一覧＞ペー
ジが「Document Browser」の＜ホーム＞ページになります。はじめて「Document 
Browser」を起動した場合は、キャビネット一覧には、何も登録されていません。

	 管理者用キャビネット一覧ページ		

 共通ヘッダー		
＜ホーム＞
＜キャビネット一覧＞ページに切り替
わります。
＜環境設定＞
＜環境設定＞ページに切り替わります。
＜アカウント＞
ログインユーザーの＜ユーザー情報の
編集＞ページに切り替わります。
＜ログアウト＞
ログアウトします。
＜ヘルプ＞
「Document Browser」のヘルプペー
ジを開きます。
＜ユーザーホーム＞
ユーザー用＜キャビネット一覧＞ペー
ジが表示されます。

＜グループ設定＞
＜グループの管理＞ページへ切り替わり、
キャビネットグループを切り替えます。

＜キャビネットの並び替え＞
＜キャビネットの並び替え＞ページへ切り替
わり、キャビネットの順番を入れ替えます。
＜新規作成＞
＜キャビネットの作成＞ページへ切り替わり
ます。

 キャビネット一覧	
［キャビネット名］
作成されたキャビネットのタイト
ルを表示します。

［ステータス］
キャビネットの状態を「公開」「一時
停止」「非公開」で表します。ステー
タスをクリックすると、＜公開設
定＞ページに切り替わります。

［操作］
＜フォーム編集＞＜アクセス権限＞	
＜一覧設定＞＜印刷フォーム＞	
＜管理＞があり、クリックすると
それぞれのページに切り替わりま
す。

 利用制限メッセージ	
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	 ユーザー用キャビネット一覧ページ		

共通ヘッダー
＜ホーム＞
＜キャビネット一覧＞ページに切
り替わります。
＜アカウント＞
ログインユーザーの＜ユーザー情
報の編集＞ページに切り替わりま
す。
＜ログアウト＞
ログアウトします。
＜印刷＞
＜印刷＞画面が表示されます。キャ
ビネット一覧を印刷します。
＜ヘルプ＞
「Document Browser」のヘルプ
ページを開きます。

利用制限メッセージ
プロダクトキーの登録を済ませる
と、メッセージは表示されなくなり
ます。

キャビネット一覧／回覧中／回覧済
キャビネットの一覧が表示されま
す。ワークフローキャビネットの場
合、その状態に合わせて［回覧中］ま
たは［回覧済］に分類されます。

共通フッタ
［このページのトップへ］
各ページの一番上にジャンプします。
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2-4　グループの管理

「Document Browser」は、グループ単位でキャビネットを管理できます。グループの選
択では、グループを編集したり、新規にグループを追加したり、表示するキャビネット一覧
のグループを切り替えられます。
グループに追加されたメンバーは、キャビネット管理者としてキャビネットの作成、一覧
設定、印刷フォームの設計、キャビネットのアクセス権限の設定、管理機能を利用できるよ
うになります。

	 グループを編集するには		

すでにあるグループにキャビネットの管理者権限を持つメンバーを追加します。

1	＜グループ設定＞ボタンをクリックします。

＜グループの管理＞ページに切り替わります。

2	編集したいグループの＜編集＞ボタンをクリックします。

＜グループの追加・編集＞ページに切り替わります。
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3	＜アドレス帳＞ボタンをクリックします。

＜アドレス帳＞ページが開きます。

4	追加したいユーザーの＜追加＞ボタンをクリックします。

［ユーザー・グループの編集］項目にユーザーが追加されます。
項目内に表示されるユーザーを削除する場合は、直接ユーザーを選択し、	
delete キーで削除します。

5	＜更新＞ボタンをクリックします。

編集内容が反映され、＜グループの管理＞ページに戻ります。
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	 グループを追加するには		

グループを新規に追加します。

利用可能なキャビネット数がすべて既存のグループに割り当てられていると
きには、グループを追加することはできないため、＜新規作成＞ボタンは表示
されません。新規にグループを増やしたいときは、既存グループの編集で、キャ
ビネット数を減らしてください。

1	＜新規作成＞ボタンをクリックします。

＜グループの追加・編集＞ページに切り替わります。

2	グループ情報を入力し、＜更新＞ボタンをクリックします。

［ユーザー・グループの編集］
	 アドレス帳からのユーザー追加方法
は、「グループを編集するには」P.41
を参照してください。

設定内容が反映され、＜グループの管理＞ページに戻ります。
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	 グループを並べ替えるには		

グループの表示順を変更します。

1	＜グループの並び替え＞ボタンをクリックします。

＜グループの並び替え＞ページに切り替わります。

2	グループを選択し、＜上へ＞、＜下へ＞ボタンをクリックします。

3	表示の並び順を変更したら、＜更新＞ボタンをクリックします。
設定内容が反映され、＜グループの管理＞ページに戻ります。
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	 グループを削除するには		

グループを削除します。

1	削除したいグループの＜削除＞ボタンをクリックします。

削除の確認メッセージが表示されます。

2	削除する場合は、＜OK＞ボタンをクリックします。

グループが削除され、＜グループの管理＞ページに戻ります。

削除対象のグループの中に、1件でもキャビネットが登録されていると、削除
できません。キャビネットをすべて削除（または別のグループへ移動）させて、
対象グループに何もキャビネットが登録されていないことを確認した上で、
削除を実行してください。
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2-5　ログアウト／終了する

	 ログアウトするには		

管理者ページ、ユーザーページをログアウトするには、共通ヘッダーの＜ログアウト＞ボ
タンをクリックします。

ログアウトされ、＜Document Browser－ログイン＞ページが表示されます。
	
「Document Browser」「アドレス帳」は、ログイン時に同じIDを利用し
てログインできますが、どちらかからログアウトする場合、もう一方のア
プリケーションからもログアウトすることになります。

	 終了するには		

管理者ページ、ユーザーページとも、ウィンドウの＜閉じる＞ボタンをクリックすると、
「Document Browser」が終了します。

	

キャビネットの操作中や編集作業中に、＜閉じる＞ボタンをクリックして
「Document Browser」を終了すると、作業中だった操作は破棄されて
終了します。作業の途中で、終了する場合は必ず＜保存＞ボタンをクリッ
クして保存するようにしてください。

＜閉じる＞ボタン

キャビネットの作成方法や操作、メンテナンスに関わる部分は、別冊の『キャビネット管理
者マニュアル』をご覧ください。
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環境設定を行うには

3. 環境設定

「Document Browser」の環境設定では、「アドレス帳」、「システム管理ツールのダウン
ロード」、「ファイル自動取り込みツールのダウンロード」、「アクセス権限の一括置換」、「プ
ロダクトキーの登録」の操作を行えます。また、「お問い合わせフォーム」から製品に関する
お問い合わせができます。

	 環境設定を行うには		

共通ヘッダーにある＜環境設定＞ボタンをクリックします。

＜Document Browser－環境設定＞ページに切り替わります。

それぞれ行いたい機能のアイコンをクリックすると、操作ページに進みます。
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3-1　アドレス帳

「Document Browser」専用の「アドレス帳」を呼び出します。
［環境設定］の［Offirio SynergyWare Address］を選択すると、＜アドレス帳＞ページが
開きます。

「アドレス帳」の＜環境設定＞ページ
に切り替えます。

 ユーザー情報を追加します。

現在の登録ユーザーが表示されま
す。階層表示に切り替えたり、ユー
ザー情報の編集、削除などが行えま
す。

「アドレス帳」 については、  「4. アドレス帳」で説明しています。詳しくは、
そちらをご覧ください。
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3-2　システム管理ツールのダウンロード

システム管理ツールを利用することで、「Document Browser」をより効率よく、快適に管
理することができます。
［環境設定］の［システム管理ツールのダウンロード］を選択すると、＜システム管理ツール
のダウンロード＞ページに切り替わります。

システム管理ツールのダウンロード
が始まります。

システム管理ツールの詳細は、  「5. システム管理ツール」で説明していま
す。詳しくは、そちらをご覧ください。
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3-3　ファイル自動取り込みツールのダウンロード

ファイル自動取り込みツールを利用すると、特定フォルダのファイルを自動的に
「Document Browser」のキャビネットに添付ファイルとして登録できます。
［環境設定］の［ファイル自動取り込みツールのダウンロード］を選択すると、＜ファイル自
動取り込みツールのダウンロード＞ページに切り替わります。

ファイル自動取り込みツールのダウ
ンロードが始まります。

ファイル自動取り込みツールの詳細は、  「7. ファイル自動取り込み機能
の設定」で説明しています。詳しくは、そちらをご覧ください。
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3-4　アクセス権限の一括置換

アクセス権限に影響を与える組織変更があったとき、キャビネットのアクセス権限を一括
で変更することができます。
「アドレス帳」で、組織変更を行った場合、「Document Browser」でも、
	 ・ グループのキャビネット管理者
	 ・ キャビネットのアクセス権限グループ
	 ・ ワークフローパーツの最終承認者や帳票処理グループ
に設定されている組織名、または、ユーザーグループ名を合わせて変更する必要がありま
す。このような場合に、アクセス権限の一括置換機能を使用して、変更を行ってください。

アドレス帳で、階層設定やユーザーグループ化を行っていない場合や、
「Document Browser」の上記の設定項目に階層やユーザーグループを使用
していない場合には、アクセス権限の一括置換機能を使用する必要はありま
せん。

［環境設定］の［アクセス権限の一括置換］を選択すると、＜Document Browser－アクセ
ス権限の一括置換＞ページに切り替わります。

「こちら」をクリックすると、一括置
換の対象となるグループ名を取得し
て、CSVファイルにエクスポートさ
れます。

エクスポートしたCSVファイルをテキストエディタなどで開き、新しい組織名を入力しま
す。「置換元グループ」「置換先グループ」の一行のみが表示される場合は、置換の必要はあり
ません。
左側「置換元グループ」列に、置換が必要な階層設定名、または、ユーザグループ名が表示さ
れますので、同じ行の右側「置換先グループ」列に組織変更後の名称などを入力します。
「置換先グループ列」に入力するデータは、組織変更後のアドレス帳より取得します。

組織変更後の階層設定名、または、ユーザーグループ名の取得方法は、ボタン
が表示されるページで追加ボタンを押したときに、テキストエリアに挿入さ
れる文字列（例：全てのユーザーの場合には、「全てのユーザー [all]」という文
字列）より取得してください。

入力が終了したら、CSVファイルを保存します。
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＜Document Browser－アクセス権限の一括置換＞ページで、保存したCSVファイルを
取り込みます。

①	＜参照＞ボタンをクリックして、
CSVファイルを指定します。

②	＜ファイルの取り込み＞ボタンを
クリックします。

置換データの確認ページが表示されます。

「こちら」をクリックすると、置換予
定のグループ、およびキャビネット
のアクセス権をダウンロードでき
ます。ダウンロードしたファイルに
は、「グループ名」「 キャビネット名」「 
置換するデータ」「 置換元グループ」
「 置換先グループ」が記述されていま
す。

「実行」ボタンを押して、置換を実行します。
置換終了のページが表示されます。

「こちら」をクリックすると、置換さ
れたグループおよびキャビネットの
アクセス権限リストがダウンロード
できます。

＜戻る＞ボタンをクリックすると、＜環境設定＞ページに戻ります。
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3-5　プロダクトキーの登録

プロダクトキーをシステムに登録します。プロダクトキーの登録を行わないと、試用版で
の利用となり60日間の利用期間と10キャビネットまでの利用制限が付きます。本運用を
行うためには、プロダクトキーの登録が必要です。プロダクトキーを登録することにより、
正式運用を開始することができます。

［環境設定］の［プロダクトキーの登録］を選択すると、＜Document Browser－プロダク
トキーの登録＞ページに切り替わります。

ライセンス証書に記載されているプ
ロダクトキーを入力します。

＜環境設定＞ページに戻ります。

プロダクトキーの登録を実行します。

プロダクトキーの登録に関しては、  「1-4. ライセンス形態とプロダクト
キーの登録」で、年間ライセンスの更新や追加ライセンスの登録に関しては、 
 「5-3システム管理ツール」 「ライセンス」にて詳しく説明しています。
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3-6　お問い合わせフォーム

「お問い合わせフォーム」は、「Document Browser」のシステムや利用方法について、メー
ルで質問ができます。

［環境設定］の［お問い合わせフォーム］を選択すると、＜Document Browser－お問い合
わせフォーム＞ページに切り替わります。

フォームに入力された内容の確認を
行います。②

①

①	フォームに必要な事項を入力します。
すべて、必須項目です。入力がされて
いないと、確認画面で入力を促すメッ
セージが表示されます。

②	入力が終了したら、＜確認＞ボタン
をクリックします。
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確認画面が表示されます。

問い合わせ内容がサポートセンター
にメールで送信されます。

送信確認画面が表示されます。

お問い合わせフォーム使ってお問い合わせをする場合、メールサーバの設定
が必要です。メールサーバの設定につきましては、  「メールサーバ」P.81
をご覧ください。
オフィシャルユーザー IDはプロダクトキーを入力している場合のみ入力でき
ます。
お問い合わせには、「トータルバリューサポート」の加入が必要です。
詳しくは弊社営業担当までお問い合わせください。
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4. アドレス帳

「Document Browser」 に付属する「アドレス帳」について説明します。「アドレス帳」は、
「Document Browser」を利用するすべてのユーザー情報を管理します。

4-1　「アドレス帳」の起動

「アドレス帳」は、「Document Browser」から呼び出すこともできますし、単独で起動させ
ることもできます。「アドレス帳」にログイン可能なユーザーは、「Document Browser」に
システム管理者として登録されているユーザーです。

	 単独で起動する		

1	［スタート］→［プログラム（P）］（または［すべてのプログラム（P）］）→［Offirio 
SynergyWare］→ ［Document Browser］→［【アドレス帳ログイン】］を選択しま
す。

＜アドレス帳－ログイン＞ページに切り替わります。

2	［社員番号］、［パスワード］を入力し、＜ログイン＞ボタンをクリックします。
アカウント情報は、「Document Browser」で使用するものと同じです。

＜アドレス帳＞ページが表示されます。
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	 「Document Browser」から呼び出す		

1	「Document Browser」の＜環境設定＞ページから［Offirio SynergyWare 
Address］ボタンをクリックします。

「Document Browser」にログインしているユーザーアカウント情報で＜アドレス
帳＞ページを開きます。
その他、「Document Browser」使用中に、ユーザーに関わるボタン（キャビネット
作成時のワークフローパーツ編集＜グループ設定＞ボタンなど）が押された場合も、
＜アドレス帳＞ページが表示されます。
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4-2　「アドレス帳」の画面

「アドレス帳」の＜ホーム＞は、「アドレス帳」ページです。
「Document Browser」のインストール直後は、インストール直後に設定した管理者の
ユーザーアカウントとアドレス帳で指定されたグループが表示されています。

［ユーザー追加］
アドレス帳にユーザーを追加し
ます。<ユーザー情報の編集＞
ページに切り替わります。

［検索］
アドレス帳に登録されている
ユーザーを検索します。

 ユーザー一覧	
［全てのユーザー］
登録されているすべてのユーザー
一覧に表示を切り替えます。

［グループ］
グループに所属するユーザー一覧
に表示を切り替えます。

［ユーザー］
<ユーザー情報の表示＞ページに
切り替えます。選択したユーザー
の登録情報が表示されます。

 共通ヘッダー	
［ホーム］
<アドレス帳＞ページに切り替
わります。

［環境設定］
<環境設定＞ページに切り替わ
ります。

［アカウント］
ログインユーザーの<ユーザー
情報の編集＞ページが表示され
ます。システムで許可された項
目のみ編集が可能です。

［ログアウト］
「アドレス帳」をログアウトしま
す。

［ヘルプ］
「アドレス帳」のヘルプページを
開きます。 共通フッタ	

［トップに戻る］
アドレス帳のトップページに戻り
ます。

［上に戻る］
１つ上の階層表示に戻ります。

［階層］
現在表示している階層構造の位置
を表示します。
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4-3　ユーザー情報の閲覧／検索

ユーザー情報を閲覧します。ユーザーの個人情報を表示したり、表示方法を変更して閲覧
できます。また、特定のユーザーを検索して、情報を表示できます。

	 ユーザー情報を表示するには		

1	表示したいユーザー名または[編集]のアイコンをクリックします。

＜ユーザー情報の表示＞ページに切り替わります。

＜アドレス帳＞ページに戻るには、＜戻る＞ボタンをクリックします。

	 階層表示／ユーザー一覧を切り替えるには		

「アドレス帳」は、登録されているユーザー情報により、自動的に［事業所］［部署名］［役職］
のグループが作成され階層表示されます。

アドレス帳トップの表示
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最下位層の表示

階層構造を確認できます。

階層表示なしのユーザー一覧表示

ユーザー一覧を表示しています。

	 ユーザーを検索するには		

アドレス帳に登録されているユーザーを検索します。

1	 検索に用いる文字列を入力し、＜検索＞ボタンをクリックします。
②

①
①	検索文字列を入力します。
	 検索文字列は、名前の一部や登録さ
れている社員番号、メールアドレス
の一部でも検索できます。

②	＜検索＞ボタンをクリックします。

検索文字列に一致するユーザー情報が見つかると、検索されたユーザーが一覧表示
されます。

検索されたユーザー情報を表示するには、ユーザー名または、アイコンをクリック
します。
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4-4　ユーザー情報の追加／変更

アドレス帳に新しくユーザーを追加します。また、登録されているユーザー情報を変更し
ます。

	 ユーザーを追加するには		

アドレス帳に新規にユーザーを追加します。

1	 ＜ユーザー追加＞ボタンをクリックします。

＜アドレス帳－ユーザー情報の編集＞ページに切り替わります。

2	登録するユーザー情報を入力し、＜登録＞ボタンをクリックします。

①
②
③

④

⑤

⑥

①	システム管理者権限を与える場合に
チェックします。

②	［社員番号］を入力します。
③	［パスワード］と、［パスワード（確認）］
を入力します。

	 ②～③までは、必須入力項目なので、
必ず入力してください。

④	［氏名］［フリガナ］［メールアドレス］
を入力します。

⑤	［事業所名］［部署名］［役職］を入力し
ます。

	 この項目は、階層表示の対象項目で
す。すでに入力済みの項目名から選
択する場合は、［データ参照］を選択
し、リストから合う項目を選択しま
す。リスト内に合う項目が存在しな
い場合は、［手入力］を選択し、項目を
入力します。

⑥	［電話］、［上司社員番号］、［上司名］を
入力します。

	 ④～⑥までは、省略可能項目です。
⑦	＜登録＞ボタンをクリックします。

＜登録＞ボタンをクリックすると、入力内容の確認ページに切り替わります。
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3	登録する場合は、＜登録＞ボタンをクリックします。

アドレス帳に新しいユーザーが追加されます。

	 ユーザー情報に［事業所名］［部署名］
［役職］を入力した場合は、階層表示
になります。

	 ユーザー情報を編集するには		

すでに登録されているユーザー情報を変更します。階層表示で編集したいユーザーが表示
されていない場合は、階層をたどってユーザー名を表示するか、［すべてのユーザー］をク
リックし、ユーザー一覧に表示を切り替えるとよいでしょう。

1	 編集したいユーザーの＜編集＞ボタンをクリックします。

＜ユーザー情報の編集＞ページに切り替わります。
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2	データを編集し、＜更新＞ボタンをクリックします。

	 ［事業所名］［部署名］［役職］を空欄（削
除）するには、［手入力］を選択し、入
力項目を空欄にすると削除できます。

＜ユーザー情報編集＞ページで編集が可能な項目は、［環境設定］→［ユーザー
情報の項目設定］の設定に依存します。詳しくは、  「ユーザー情報の項目設
定」P.66をご覧ください。

＜更新＞ボタンをクリックすると、入力内容の確認ページに切り替わります。

3	登録する場合は、＜更新＞ボタンをクリックします。

＜アドレス帳＞ページに戻り、修正内容が反映されます。
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	 ユーザーを削除するには		

すでに登録されているユーザー情報を削除します。階層表示で編集したいユーザーが表示
されていないときは、階層をたどってユーザー名を表示するか、［全てのユーザー］をクリッ
クし、ユーザー一覧に表示を切り替えるとよいでしょう。

1	 削除したいユーザーの＜削除＞ボタンをクリックします。

削除の確認メッセージが表示されます。

2	削除する場合は、＜OK＞ボタンをクリックします。

ユーザーが削除されます。
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4-5　「アドレス帳」の環境設定

「アドレス帳」の環境設定では、「ユーザー情報の項目設定」、「ユーザー情報の項目並べ替
え」、「階層設定」、「ユーザーグループ化」、「ユーザー情報のインポート」、「ユーザー情報のエ
クスポート」、「ユーザー情報の削除」の操作が行えます。

	 環境設定を行うには		

共通ヘッダーにある［環境設定］をクリックします。

＜アドレス帳－環境設定＞ページに切り替わります。

それぞれ行いたい機能のアイコンをクリックすると、操作ページに進みます。
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	 ユーザー情報の項目設定		

「ユーザー情報の項目設定」では、アドレス帳で利用する項目やその項目に対する閲覧／編
集権限を与えるかどうかの権限を設定します。なお、各項目に付けた権限設定は、ログイン
ユーザーが本人のユーザー情報を編集する時に適用されます。

［環境設定］の［ユーザー情報項目設定］を選択すると、＜アドレス帳－ユーザー情報の項目
設定＞ページが開きます。

アドレス帳の項目名を設定します。項
目名は編集ができます。

アドレス帳のデータ検索をしたユー
ザーが、検索結果で見ることができる
情報（項目）をチェックします。

ユーザーの新規追加の際の、必須入力
項目を設定します。

ユーザーの新規追加の際の、データ入
力方法の初期状態を設定します。

項目名が変更されてもアドレス帳内
部で基本データとして持っている
データです。

利用する各項目について、ユーザー本
人に許可する権限を設定します。［閲
覧］をチェックすると、その項目の閲
覧が可能になり、［編集］にチェックす
ると、編集が可能になります。

＜環境設定＞ページに戻ります。

設定を反映させます。

アドレス帳で利用する項目にチェッ
クします。

［ユーザーの情報項目設定］の設定を
インストール直後の状態に戻します。

	

アドレス帳に登録するユーザー情報をインポートする場合、インポート
データの項目と［ユーザー情報の項目設定］の［利用項目］の数が一致して
いる必要があります。一致しない場合は、インポートの際エラーとなりま
す。
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	 ユーザー情報の項目並べ替え		

「ユーザー情報の項目並べ替え」は、「事業所」「部署」「社員番号」「名前」などを表示する、キャ
ビネットのパーツに影響し、設定した並び順で、ユーザー画面にデータを表示します。

［環境設定］の［ユーザー情報の項目並べ替え］を選択すると、＜アドレス帳－ユーザー情報
の項目並べ替え＞ページに切り替わります。

作業を中止し、＜環境設定＞ページに
戻ります。

設定を反映させて、＜環境設定＞ペー
ジに戻ります。

［項目名］より並べ替えたい項目を選
択し、＜上へ＞＜下へ＞ボタンをク
リックして順番を入れ替えます。［項
目名］に表示される項目は、［ユーザー
情報の項目設定］の［利用項目］で設定
されている項目です。

＜ユーザー画面イメージ＞
設定前

設定後
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	 階層設定		

「階層設定」は、アドレス帳に表示する階層表示の構造を設定します。「階層設定」に指定でき
る項目は、［ユーザー情報の項目設定］の［基本属性］と［ユーザーグループ化］でグループ化
を設定されている項目を除く項目になります。

［環境設定］の［階層設定］を選択すると、＜アドレス帳－階層設定＞ページに切り替わりま
す。

作業を中止し、＜環境設定＞ページ
に戻る場合は＜キャンセル＞をク
リックします。

初期設定は1番上「事業所名」2番目
「部署名」で設定されています。
アドレス帳のＴＯＰ画面を開くと
「事業所名」のグループが表示され、
それを展開すると「部署名」のグ
ループが表示されます。

まだ階層化されていない項目を、
プルダウンメニューから選択しま
す。

＜アドレス帳画面イメージ＞
階層を上から順番に展開すると、一番下の階層に所属するユーザー一覧が表示されます。

1番上の階層：「事業所名」

2番目の階層：「部署名」

所属するユーザー一覧
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	 ユーザーグループ化		

「ユーザーグループ化」は、アドレス帳に登録されているユーザーをグループとして扱いた
い場合に設定します。階層設定とは別の視点でグループ化する場合に便利です。
たとえば会社組織の場合、事業所や部署など縦割りの構造は「階層設定」で分類し、課長、部
長などの役職の構造を「グループ」で分類します。
［環境設定］の［ユーザーグループ化］を選択すると、＜アドレス帳－ユーザーグループ化＞
ページに切り替わります。

作業を中止し、＜環境設定＞ページに
戻ります。

設定を反映させて、＜環境設定＞ペー
ジに戻ります。

［選択できる項目］から項目を選択し、
＜全て追加＞＜追加＞ボタンで［選択
された項目］にグループ化する項目を
移動します。
逆にグループ化を解除するには、［選
択された項目］から項目を選択し、＜
解除＞＜全て解除＞ボタンで［選択で
きる項目］に項目を移動します。

基本属性と「階層設定」で使われてい
る項目以外のグループ化できる項目
が表示されます。

グループ化する項目が表示されます。

＜アドレス帳画面イメージ＞
課長と部長のそれぞれのグループを開くと、グループに所属のユーザー一覧が表示されま
す。

ユーザーグループ 課長グループ

部長グループ

グループ化したい項目が表示されている項目以外にある場合には、［ユーザー
情報の項目設定］から項目を追加することにより、設定できるようになります。
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	 ユーザー情報のインポート		

「ユーザー情報のインポート」は、他でお使いのアドレス帳データを「アドレス帳」に取り込
みます。CSV（カンマ区切り）形式ファイル、テキスト（タブ区切り）形式ファイルの取り込
みが可能です。

［環境設定］の［ユーザー情報のインポート］を選択すると、＜アドレス帳－ユーザー情報の
インポート＞ページに切り替わります。

インポート方式の選択を［ユーザー情
報の追加］［ユーザー情報の一部更新］
［ユーザー情報の一括更新］から選択
し、＜次へ＞ボタンをクリックしま
す。表示される＜ファイルの取り込み
＞画面で取り込むファイルを選択し
ます。

作業を中止し、＜環境設定＞ページに
戻ります。

＜参照＞ボタンをクリックし、表示さ
れる＜ファイルの選択＞画面から取
り込むアドレス帳データを選択しま
す。＜開く＞ボタンをクリックする
と、取り込むファイルを設定します。

ファイルの取り込みを開始します。

インポート実行時に、「アドレス帳」
のアドレス帳データをバックアップ
します。バックアップデータは、最
大で20個まで作成され、21回目の
インポート実行時からは、古いデー
タから 自動で削除されます。任意の
バックアップデータを削除するには、
リスト内の＜削除＞ボタンをクリッ
クします。

インポートの項目に合ったフォー
マットファイルをダウンロードでき
ます。
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1	＜ユーザー情報のインポート＞ボタンをクリックします。

＜ユーザー情報のインポート＞ページに切り替わります。

2	インポート方式を選択し、＜次へ＞ボタンをクリックします。

①

②

① インポート方式を［ユーザー情報
の追加］、［ユーザー情報の一部更
新］、［ユーザー情報の一括更新］か
ら選択します。

② ＜次へ＞ボタンをクリックしま
す。
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4-5　「アドレス帳」の環境設定

3 	「アドレス帳」の項目名に合ったCSV形式のファイルを用意します。

①

①［ こちら］リンクをクリックしま
す。

	 ＜ファイルのダウンロード＞画面
が表示されます。ファイル名を指
定して、＜保存＞ボタンをクリッ
クします。

4	ダウンロードされたファイルのフォーマットに合わせて、既存のアドレス帳データ
を書き出してください。

既存のアドレス帳からのデータ書き出し方法は、お使いのソフトウェアのマ
ニュアル、ヘルプなどで確認してください。

5	取り込むアドレス帳ファイルを指定し、＜ファイルの取り込み＞ボタンをクリック
します。

①

②

① ＜参照...＞ボタンをクリックし、
表示される＜ファイルの選択＞画
面で取り込むアドレス帳データを
選択します。

	 ＜ユーザー情報のインポート＞
ページに戻ります。

② ＜ファイルの取り込み＞ボタンを
クリックします。

＜ファイルの取り込み＞ボタンをクリックすると、アドレス帳データが読み込まれ、
＜インポートデータ確認＞ページに切り替わります。
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4-5　「アドレス帳」の環境設定

6	インポートデータの取込みを実行する前に、ＣＳＶデータの先頭から100行までを
画面上に表示します。インポートデータを確認後、＜実行＞ボタンをクリックしま
す。

＜実行＞ボタンをクリックすると、「アドレス帳」にデータが取り込まれます。取り込
みが終了すると、完了を示すメッセージが表示されます。

＜戻る＞ボタンをクリックすると、＜アドレス帳－環境設定＞ページに戻ります。
以上で、「アドレス帳」にユーザー情報がインポートされました。
＜ホーム＞ボタンをクリックして、＜アドレス帳＞ページに切り替えるとユーザー
データの確認ができます。

インポート後のユーザーデータについては、必要に応じて修正をしてくださ
い。［項目名］や項目の表示順が一致しないときには、［アドレス帳－環境設定］
の［ユーザー情報の項目設定］、［ユーザー情報の項目並べ替え］で変更が可能で
す。また、［階層設定］、［ユーザーグループ化］でデータ表示のカテゴリを設定
することもできます。
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4-5　「アドレス帳」の環境設定

●インポートに失敗した場合は
アドレス帳にインポートデータを取り込む前に、確認画面が表示されます。取り込みデー
タに問題がある場合は、該当項目を赤く表示します。

このような状態でインポートを実行すると、赤い項目がある行はインポートされず、失
敗したデータのＣＳＶファイルを作成します。＜エクスポート＞ボタンから、失敗した
データのＣＳＶファイルをダウンロードし、修正後に再度インポートを実行してくださ
い。
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	 ユーザー情報のエクスポート		

「ユーザー情報のエクスポート」は、「アドレス帳」のデータをCSV（カンマ区切り）形式ファ
イル、またはテキスト（タブ区切り）形式ファイルに書き出します。

［環境設定］の［ユーザー情報のエクスポート］を選択すると、＜アドレス帳－ユーザー情報
のエクスポート＞ページに切り替わります。

ファイルの書き出しを開始します。
＜ファイルのダウンロード＞画面が
表示されるので、＜保存＞ボタンを
クリックします。表示される＜名前を
付けて保存＞画面で、保存する場所と
ファイル名を指定します。

作業を中止し、＜環境設定＞ページに
戻ります。

出力ファイル形式をリストより選択
します。

	 ユーザー情報の削除		

「ユーザー情報の削除」は、アドレス帳に登録されているすべてのユーザー情報を一括削除
します。

［環境設定］の［ユーザー情報の削除］を選択すると、＜アドレス帳－ユーザー情報の削除＞
ページに切り替わります。

削除方法を選択し、＜次へ＞ボタンを
クリックします。

［部分削除］を選択すると、インポートしたファイルに登録されている社員番号と一致した
ユーザー情報のみを削除します。
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ファイルを指定し、＜ファイルの取り
込み＞ボタンをクリックします。
インポートしたデータ一覧から削除
する社員番号を確認して、削除する場
合は＜実行＞ボタンをクリックします。

［一括削除］を選択すると、セットアップ時に登録したシステム管理者以外のすべてのユー
ザー情報を削除します。

作業を中止し、＜環境設定＞ページに
戻ります。

削除を実行します。削除の確認メッ
セージが表示されるので、削除する場
合は＜実行＞ボタンをクリックします。

	

「ユーザー情報の削除」では、インストール直後に設定したシステム管理者
のデータは削除されません。
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5-1　システム管理ツールのダウンロード

5. システム管理ツール

「Document Browser」のシステム管理ツールを使うことで、システムの一時停止やメー
ル設定、データのバックアップや復旧などを行うことができます。
ここでは、「ディスク情報」「サーバ状態」「メールサーバ」「アクセスログ」「ScanComposer
連携」「ライセンス」「保守」の各機能について説明をします。
また、リモートで「Document Browser」のシステムをメンテナンスしたい場合は、「シス
テム管理ツールのダウンロード」を行うことで、「Document Browser」をインストールし
ていない環境から管理することができます。

	
「Document Brower」がインストールされているサーバ環境では、既に
システム管理ツールがインストールされていますので、改めてダウンロー
ドする必要はありません。

5-1　システム管理ツールのダウンロード

管理者ログインのページを開き、共通ヘッダーにある＜環境設定＞ボタンをクリックしま
す。

＜Document Browser－環境設定＞ページに切り替わります。
システム管理ツールのダウンロードをクリックします。

＜システム管理ツールのダウンロード＞ページに切り替わります。
＜ダウンロードボタン＞をクリックして、インストールを行います。

セットアップが終了すると、＜システム管理ツールのダウンロード＞ページに戻ります。
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5-2　システム管理ツールの起動

［スタート］→［プログラム（P）］（または［すべてのプログラム（P）］）→［Offirio 
SynergyWare］→［Document Browser］→［Document Browser 管理ツール］を
選択します。
＜Document Browser 管理ツール＞画面が起動します。
最初にサーバを登録します。
＜操作(O)＞メニューから[Document Browser Serverの新規登録(N)]を選択しま
す。＜Document Browser Serverの登録情報＞画面が表示されます。

[Document Browser Server]
	 IPアドレスまたはホスト名、仮想
フォルダ名を入力します。ここで
は「EPSONServer」と入力します。
※	EPSONServerとは、　セッ
トアップされたサーバのコン
ピュータ名（ホスト名）または、
IPアドレスになります。

[管理者]
	 [IDとパスワードを毎回入力する]
をオンにすると管理ツールを起動
するごとに確認画面が表示されま
す。ID、パスワード設定します。

[プロキシサーバ]
	 [プロキシサーバを使用する]をオ
ンにする場合、ID、パスワードを
設定します。

＜OK＞ボタンをクリックすると、Document Browser Server Groupに新規サー
バが登録されます。

[EPSONServer/dbrowser]をクリックすると、＜Document Browse Serverの
接続＞画面が表示されます。
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5-2　システム管理ツールの起動

ログイン名、パスワードを入力して、＜接続(C)＞ボタンをクリックします。

バージョン情報が表示されます。

メニュー構成
＜操作(O)＞メニュー
・Document Browser Serverの新規登録(N)
＜Document Browser Serverの登録情報＞画面が表示され、新規に
Document Browser Serverを登録できます。

・Document Browser Serverの登録情報の編集(E)
＜Document Browser Serverの登録情報＞画面が表示され、既存の
Document Browser Server情報を編集できます。

・Document Browser Serverの登録情報の削除(D)
既存のDocument Browser Server情報を削除します。

・終了(X)
Document Browser 管理ツールを終了します。

＜ヘルプ(H)＞メニュー
Document Browser Serverのヘルプを表示します。
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5-3　システム管理ツールの機能

システム管理ツールには、「ディスク情報」「サーバ状態」「メールサーバ」「アクセスログ」
「ScanComposer連携」「ライセンス」「保守」機能があります。
各機能の説明を行います。

	 ディスク情報		

「Document Browser」がインストールされているハードディスクの情報が表示されます。

	 サーバ状態		

Document Browser Serverの状態が表示されます。
メンテナンスなどでサーバを停止したいときは、［一時停止中］をクリックします。一時停止
中のメッセージを必要に応じて、編集し、＜更新(U)＞ボタンをクリックします。
メンテナンスが終了したら、［稼動中］をクリックします。

更新ボタンをクリック後、正常にサーバ状態が更新されると、確認画面が表示されます。
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5-3　システム管理ツールの機能

	 メールサーバ		

メール（SMTP）サーバを設定することにより、ワークフロー回覧通知などでメール送信が
可能になります。

［メール送信を行う］をチェックすると、Smtpサーバ、差出人の設定ができます。
更新ボタンをクリックすると、メールサーバ設定内容をメール送信するか確認画面が表示
されます。
設定内容に問題なければ＜OK＞ボタンをクリックします。
確認メールは設定した差出人のメールアドレス宛てに送信されます。
正常にサーバ状態が更新され、確認メールが送信されると、確認画面が表示さます。

社内で使用しているSMTPサーバのIPアドレス、ポート番号などは、ネット
ワーク管理者に確認してください。

	
メールサーバはＰＯＰサーバには対応しません。
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	 アクセスログ		

Document Browserの各キャビネットのアクセスログの保存先と保存対象とするログの
指定を行うことができます。

アクセスログはテキスト形式で１日に１ファイル作成し、アクセスされる都度自動的に追
記して更新します。
記録されるログ情報は、「日付」「時間」「ログインアカウント」「ＩＰアドレス」「閲覧したサイ
ト」「添付ファイル」「状態」などが保存されます。

２つの選択肢から該当する出力対象としたいログデータを選択します。
[アクセスログを出力する]と[ユーザ側ページの開くアクセスカウント集計用ログを出力す
る]のどちらか一方、または両方をチェックすると有効になります。
＜参照＞ボタンをクリックすると、ログ出力のフォルダを設定できます。
設定が終了したら、更新ボタンをクリックします。 

	
「Document Brower」がインストールされているサーバ以外の環境から
接続している場合には、ログ出力フォルダの参照ボタンは無効になりま
す。

	 ScanComposer連携設定		

EPSON Offirioステーションとの連携操作で、紙文書をネットワーク上に接続されたス
キャナから取り込み、「EpsonNet ScanComposer」を介して「Document Browser」の
キャビネットに取り込めます。EpsonNet ScanComposerは、複数登録することができ
ます。

ScanComposerでは、「Document Browser」プラグインの設定が必要です。
詳しくは、インストールCDのPluginフォルダ内「ScanComposerプラグイ
ンセットアップマニュアル」をご覧ください。
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5-3　システム管理ツールの機能

1	［ScanComposerと連携する］をチェックします。.
＜追加＞ボタンをクリックすると新規にEpsonNet ScanCompeserを登録できま
す。［登録されているScanComposer］のリストにチェックを付けて＜編集＞ボタン
をクリックすると登録済みのデータを編集できます。

＜ScanComposer設定＞画面が表示されます。

2	［表示名］、［ScanComposerサーバ］、［規定のログインアカウント］、［プロキシサー
バ］の各情報を入力し、＜更新＞ボタンをクリックします。

[表示名]
	 ユーザーが「Offirioスキャンデー
タ取り込み」ボタンを押したとき
に表示される画面にリスト表示さ
れるScanComposerの名称を入
力します。

 [ScanComposerサーバ]
	 ScanComposerがインストール
されたサーバのIPアドレスまたは
ホスト名、およびポート番号を入
力します。

 [既定のログインアカウント]
	 ユーザーが「Offirioスキャンデー
タ取り込み」ボタンを押したとき
に、最初の状態では、ここで設定
したScanComposerのアカウン
トで取得できる文書一覧が表示さ
れます。ユーザーページでは、こ
のアカウントを変更し、別のアカ
ウントで取得できる文書一覧を表
示することも可能です。

 [プロキシサーバ]
	 プ ロ キシサーバを使用して
ScanComposerサーバにアクセ
スする場合には[プロキシサーバ
を使用する]をチェックし、プロキ
シサーバのIPアドレスまたはホス
ト名、およびポート番号を入力し
ます。
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3	［登録されているScanComposer］のリストに、2で設定した表示名が表示されま
す。 

・ ScanComposerとの連携の動作に関しては、  『キャビネット管理者マ
ニュアル』 「7. ユーザーページの利用」 をご覧ください。

・ScanComposerへ登録するアカウントは、半角英数記号のみで30文字以
内で設定してください。また、パスワードは半角英数記号のみで、15文字
以内で設定してください。

	

この機能では、「EpsonNet ScanAgent」との連携操作はご利用できませ
ん。「EpsonNet ScanAgent」との連携操作は  「7. ファイル自動取り
込み機能の設定」をご覧ください。
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	 ライセンス		

「ライセンス」の画面を選択すると、ライセンスの管理状況を確認できます。
プロダクトキーの登録やライセンス削除、年間ライセンスの更新や追加ライセンスの登録
はこの画面から行います。
[期限切れ、試用期間ライセンスを表示する（C）]をチェックすると、期限切れや無効のライ
センスが表示されます。

● 通常表示 ● 期限切れ、試用期間ライセンス表示

①プロダクトキーの登録とライセンス削除
・プロダクトキーの登録
プロダクトキーの登録が行われていない場合は「試用版ライセンス」のみが表示され
ています。＜プロダクトキー登録(R)＞ボタンをクリックすると、＜プロダクトキー
登録＞画面が表示されます。この画面から新しいライセンスを登録します。

プロダクトキーを入力して、＜登録＞ボタンをクリックすると、ライセンス情報の
設定が完了します。  「1-4　ライセンス形態とプロダクトキーの登録」の作業と
同じです。

・ライセンス削除
不要となったライセンスを削除する場合は、該当するライセンスを選択し＜ライセ
ンス削除(D)＞ボタンをクリックします。

ライセンス削除の確認画面が表示されたら＜ＯＫ＞ボタンをクリックすると、ライ
センス情報が削除されます。
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5-3　システム管理ツールの機能

②年間ライセンスの更新について
ライセンスの使用期限が終了すると「Document Browser」が起動しなくなります。継
続して利用するためには、ライセンスの使用期限までに更新ライセンスを登録する必要
があります。更新のタイミングでキャビネット数のアップグレードを行う場合は、アッ
プグレード用の更新ライセンスをご用意ください。
＜プロダクトキー登録(R)＞ボタンをクリックして＜プロダクトキー登録＞画面を起動
します。更新用に発行された「プロダクトキー」を登録します。

	
・ライセンスの更新は、使用期限の終了までに行ってください。

・ライセンス更新のタイミングで、キャビネット数のダウングレード（60
⇒20へ変更など）を行う場合は、ダウングレード後のライセンスが、現
在ご利用中のキャビネット数をサポートできるかどうかを事前にご確認
ください。

ご利用中のキャビネット数が、ライセンスに付与されたキャビネット数
を超えた場合は、ライセンスの登録ができません。このような場合は、ご
利用中のキャビネットを削除した上で、ライセンスの更新をしてくださ
い。

＜ご利用中のキャビネット判定基準＞.
キャビネット数の判定は、稼動中のキャビネットではなく、「グループ」に
割り当てられたキャビネット数の合計で判定します。

・ライセンスの形態が異なる場合、プロダクトキー登録時にエラーとなり、
「「＊＊＊」ライセンスが登録されています。該当のライセンスを削除し
てから、再度ライセンスの登録を行ってください」とメッセージが表示
される場合があります。その場合は、該当のライセンスを削除してから、
再度、プロダクトキーの登録を行ってください。

③追加ライセンスの登録について
基本ライセンスの登録を確認して＜プロダクトキー登録(R)＞ボタンをクリックします。
＜プロダクトキー登録＞画面が表示されたら、追加ライセンスの「プロダクトキー」を登
録します。

	 保守		

保守の画面では、データのバックアップや復旧が行えます。バックアップデータはバック
アップを行った日付と時間が表示され、いつバックアップを行ったものかを確認すること
ができます。
また、サーバの負荷を軽減させるため、不要となったバックアップデータの削除を行うこ
とも可能です。
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[バックアップ日付]では、過去に行ったバックアップの一覧が表示されます。

データのバックアップ
＜データのバックアップ＞ボタンをクリックすると、確認画面が表示され、バックアッ
プを開始します。バックアップを終了すると、バックアップを行った日時のバックアッ
プデータが表示されます。

バックアップデータの削除
バックアップデータは自動的に削除されず、バックアップを実行するごとに蓄積されて
いきます。不要なバックアップデータを削除する場合は、該当する日時のバックアップ
データを選択し、＜バックアップデータの削除＞ボタンをクリックすると削除されます。

バックアップデータからの復旧
該当するデータを選択し、＜バックアップデータからの復旧＞ボタンをクリックすると、
選択されているバックアップデータでデータベースを復旧します。

同一サーバからのバックアップデータの復旧ではなく、別のサーバ環境から
データ移行を行う場合は、  「9-2　データ移行」をご確認ください。

	
・バックアップデータは、インストールしたドライブの所定のフォルダ「C:
￥Program Files￥EPSON￥SynergyWare￥Document Browser
￥backup」に保存されています。ファイル名を変更すると、バックアッ
プデータを参照することができなくなりますのでご注意ください。

・バックアップデータを作成する場合は、システムで指定するバックアッ
プ領域に、現在ご利用中の「Document Browser」データベースと同じ
容量の複製データを作成します。そのため、ハードディスク上にはご利
用中のデータベースと同容量以上の空き容量が必要となります。あらか
じめ環境の確認を行ったうえでバックアップを実行してください。
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6. 自動バックアップ機能の設定

Document Browser Serverのデータをバックアップできます。
自動バックアップの設定には、「Document Browser」上での動作設定と、Windows 
Serverのタスク機能を利用した実行設定が必要です。

SQL Serverを利用している場合は、SQL Server付属の管理ツールでも自
動バックアップができます。

6-1 自動バックアップの設定

［スタート］→［プログラム(P)］（または［すべてのプログラム(P)］）→［Offirio 
SynergyWare］→［Document Browser］→［自動バックアップ設定ツール］を選択しま
す。
＜自動バックアップ設定ツール＞画面が起動します。
次の情報を入力して、＜保存＞ボタンをクリックします。

［自動バックアップ処理を行う］
	 自動バックアップ機能を利用するかどうかの設定
をします。

［バックアップフォルダ指定］
	 バックアップファイルの保存先フォルダを指定し
ます。

［バックアップ履歴の最大保存数］
	 保存するバックアップファイルの数を指定しま
す。最新のファイルから履歴順に、指定した数の
ファイルが保存されます。

［Document Browser システム管理者］
	 「Document Browser」のシステム管理者のID、
パスワードを指定します。

[バックアップ結果をメールで知らせる]
	 アドレス帳に登録されているシステム管理者の
メールアドレスに通知を送ります。

	 バックアップ結果をメールで知らせる場合、メー
ルサーバの設定が必要です。メールサーバの設定
につきましては、  「メールサーバ」 P.81をご
覧ください。  
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6-2 自動バックアップの実行

バックアップの実行プログラムをWindowsのタスクなどに設定します。ここで実行間隔
などを指定します。保存する履歴の数は＜自動バックアップ設定ツール＞画面で指定した
数になります。
ここでは、Windowsの「システムツール」の「タスク」に登録して実行する方法を説明しま
す。

1	［スタート］→［プログラム(P)］（または［すべてのプログラム(P)］）→［アクセサリ］→
［システムツール］→［タスク］を選択します。

2	＜スケジュールされたタスクの追加＞をダブルクリックします。
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3	［タスクウィザード］が起動したら、＜次へ＞をクリックします。

4	＜参照＞ボタンをクリックして、自動バックアップの実行プログラムを指定します。
 

実行プログラムはDocument Browserをインストールしたサーバの以下のファイ
ルです。
C: ￥Program Files ￥EPSON ￥SynergyWare ￥DocumentBrowser
￥module￥autobackup￥atbkup.exe

5	タスクの名前と実行間隔を指定します。

6	タスクの実行間隔の詳細を指定します。
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7	タスクを実行するユーザを指定します。

8	＜完了＞ボタンをクリックすると、タスクスケジューラに自動バックアップが登録
されます。
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6-3　自動バックアップからの復旧方法

6-3 自動バックアップからの復旧方法

自動バックアップで作成されたバックアップも、システム管理ツールの保守で復旧できま
す。  「保守」 P.86

自動バックアップの設定画面の［バックアップフォルダ指定］でバックアップ先を変更した
場合は、そのままでは復旧対象として表示されませんので、復旧の前に以下の作業を行う
必要があります。

1	復旧したいバックアップを特定します。
自動バックアップの設定画面の［バックアップフォルダ指定］で指定したフォルダの
下にあるフォルダの中から、復旧したいデータを特定します。
バックアップデータフォルダは、バックアップが行われるごとに1つ作成されます。
フォルダ名の最初の8桁の数字はバックアップ日付、次の6桁の数字はバックアップ
時間を表しています。

２	1で特定したフォルダをDocument Browserをインストールしたサーバの以下の
ファイルの下にコピーします。
C:￥Program Files￥EPSON￥SynergyWare￥Document Browser
￥backup￥

3	バックアップデータを復旧します。
［スタート］→［プログラム（P）］（または［すべてのプログラム（P）］）→［Offirio 
SynergyWare］→［Document Browser］→［Document Browser 管理ツール］を
選択します。
＜Document Browser 管理ツール＞画面で＜保守＞をクリックします。

バックアップファイルを選択し、＜バックアップデータからの復旧＞をクリックし
ます。

	

バックアップデータを移行する場合は、一旦、移行先サーバのバックアッ
プフォルダにデータをコピーし、その後、移行先システムのデータベース
へのバックアップデータの復元を実行します。そのため移行先のハード
ディスクには、所有するバックアップデータ容量の２倍以上の空き容量を
必要とします。あらかじめ、サーバの空き容量を確認のうえ実行してくだ
さい。
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7-1　ファイル自動取り込みツールのダウンロード

7. ファイル自動取り込み機能の設定

EPSON Offirioステーションとの連携操作で、紙文書をネットワーク上に接続されたス
キャナから取り込み、「EpsonNet ScanAgent」または「Epson ScanComposer」を介し
て自動で「Document Browser」の特定のキャビネットに取り込めます。

「ファイル自動取り込みツールのダウンロード」を行うことで、「Document Browser」を
インストールしていないＰＣ環境からも「Document Browser」ファイル自動取り込み機
能の設定ができます。

	
「Document Brower」がインストールされているサーバ環境では、既に
ファイル自動取り込み機能がインストールされていますので、改めてダウ
ンロードする必要はありません。

7-1 ファイル自動取り込みツールのダウンロード

共通ヘッダーにある＜環境設定＞ボタンをクリックします。

＜Document Browser－環境設定＞ページに切り替わります。
ファイル自動取り込みツールのダウンロードをクリックします。

＜ファイル自動取り込みツールのダウンロード＞ページに切り替わります。
＜ダウンロードボタン＞をクリックして、インストールを行います。
セットアップが終了すると、＜ファイル自動取り込みツールのダウンロード＞ページに戻
ります。
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7-2　ファイル自動取り込み機能の設定

7-2　ファイル自動取り込み機能の設定

1	［スタート］→［プログラム(P)］（または［すべてのプログラム(P)］）→［Offirio 
SynergyWare］→［Document Browser］→［ファイル自動取り込み機能の設定］を
選択します。

＜ファイル自動取り込み機能の設定＞画面が開きます。

2	取り込み元フォルダを新しく設定するには、＜追加＞ボタンをクリックします。

・	リストに表示されているフォルダをダブルクリッ
クすると、設定内容が表示された＜ファイル取り
込み設定＞画面が表示されます。

・	設定済みのフォルダとキャビネットの登録を取り
消すには、削除したいフォルダを選択して、＜削
除＞ボタンをクリックします。

＜ファイル取り込み設定＞画面が表示されます。
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7-2　ファイル自動取り込み機能の設定

3	ファイル取り込みのための情報を設定します。

① ③

②

④

①	［監視フォルダの設定］の各項目を設定します。
	 ［監視フォルダ名］は、「EpsonNet ScanAgent」および「EpsonNet ScanComposer」の
スキャンファイル書き出しフォルダを指定します。＜参照＞ボタンをクリックして、表示
されるダイアログから共有フォルダを指定します。

	 ［ユーザー名］［パスワード］は、共有フォルダの認証用のユーザー名とパスワードを設定し
ます。

②	［キャビネットに取り込む対象となるファイル形式］を指定します。
	 監視するフォルダにあるファイルをすべて取り込む場合には、「全てのファイル」を選択し
ます。

	 ファイル形式を指定して特定のファイルだけを取り込む場合には、「ファイル形式を指定」
を選択し、取り込みたいファイル形式のファイルをチェックします。

③	［Document Browser の設定］の各項目を設定します。
	 [IPアドレスまたはホスト名]には、Document BrowserのサーバのIPアドレスまたはホ
スト名を設定します。[仮想フォルダ名]は、dbrowserです。[登録ユーザ]は、Document 
Browserのシステム管理者のIDとパスワードを指定します。

	 ＜接続＞ボタンをクリックすると、ファイル取り込みが可能なキャビネットの一覧が表示
されます。

	 ファイルを取り込む［キャビネット名］と［ファイルアップロードパーツ名］を指定します。
また、キャビネットに取り込むファイル形式を指定します。

④	Document Browserにアクセスする際に、プロキシサーバの指定が必要な場合に指定し
ます。

	 Document Browserへのアクセス時にプロキシサーバの指定が必要なPCでこのプログ
ラムを実行する場合には、「プロキシサーバを使用する」をチェックし、プロキシサーバのIP
アドレスまたはホスト名、およびポート番号を入力します。

4	＜OK＞ボタンをクリックします。
＜ファイル自動取り込み機能の設定＞画面の［登録されているファイル取り込み
フォルダ］リストに、設定したフォルダ名とキャビネット名が表示されます。

「EpsonNet ScanAgent」および「EpsonNet ScanComposer」のスキャン
ファイル書き出しフォルダを共有フォルダにしておく必要があります。共有
フォルダの設定方法は、各OSのヘルプ／マニュアルを参照してください。
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7-2　ファイル自動取り込み機能の設定

5	サービスの開始方法を設定します。

［ファイル自動取り込みサービス］を設定しま
す。
連携サービスを開始する場合は、［サービスの開
始/再開］を、停止する場合は、［サービスの停止］
を選択します。
サーバを起動したら、いつでもサービスを使え
るようにするには、［OS起動時にサービスを自
動的に開始］をチェックします。
＜サービスを最新状態に更新＞ボタンをクリッ
クすると、現在のサービスの設定を取得しなお
します。
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8-1　プログラムの削除

8. プログラムとデータの削除

「Document Browser」をシステムから削除する方法を説明します。

8-1　プログラムの削除

1	［スタート］→[設定(S)]→[コントロールパネル](または[スタート]→［コントロール
パネル］→［プログラムの追加と削除］を選択します。

＜プログラムの追加と削除＞画面が表示されます。

2	リストから［Offirio SynergyWare-Document Browser］を選択し、＜削除＞ボ
タンをクリックします。

確認メッセージが表示されます。
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3	アンインストールを続ける場合は、＜はい（Y）＞ボタンをクリックします。

＜はい（Y）＞ボタンをクリックすると、アンインストールが開始されます。

進行状況を示すバーが満了すると「Document Browser」のアンインストールは完
了します。

プログラムのアンインストールが完了しても、データベースは残った状態に
なっています。データを完全に消去する場合は、「データベースの削除」を行っ
てください。
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8-2　MSDEを選択した場合のデータベースの削除

「Document Browser」で使用していたデータベースを完全削除する方法を説明します。

	

データベースを削除すると登録されているすべてのデータにアクセスで
きなくなります。データベースの削除は、十分注意して実行してください。

1	［スタート］→［コントロールパネル］を選択します。
＜コントロールパネル＞画面が開きます。

2	［プログラムの追加と削除］をダブルクリックします。
＜プログラムの追加と削除＞画面が表示されます。

3	リストから［Microsoft SQL Server Desktop Engine （EPSON）］を選択し、＜
削除＞ボタンをクリックします。

確認メッセージが表示されます。

4	アンインストールを続ける場合は、＜はい（Y）＞ボタンをクリックします。

＜はい（Y）＞ボタンをクリックすると、アンインストールが開始されます。

進行状況を示すバーが満了するとデータベースのアンインストールは完了します。
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5	データベースで利用していたファイルを削除します。
「Document Browser」をインストールしたフォルダのdataフォルダ（デフォルト
では、C:￥Program Files￥EPSON￥SynergyWare￥Document Browser
￥data）の以下のファイルを削除します。

・dbrowser_address.MDF
・dbrowser_address_log.LDF
・dbrowser_document.MDF
・dbrowser_document_log.LDF
・dbrowser_system.MDF
・dbrowser_system_log.LDF

	
MSDEアンインストール直後は、ファイルの削除ができない場合があり
ます。その場合は、OSを再起動した後に、ファイルを削除してください。
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8-3　SQL Serverを選択した場合のデータベースの削除

「Document Browser」のインストール時の［データベースの選択］において「SQL Server 
2005 もしくは SQL Server 2000 を使用します。」を選択した場合のデータベースの削
除方法を説明します。

1	「Microsoft SQL Server」の「Enterprise Manager」を起動します。
［SQL Server Enterprise Manager］が表示されます。

2	インストールしたSQL Serverのデータベースを開きます。

3	データベースの中にある下記のデータベースを削除すると、「Document Browser」
のデータが削除されます。

・dbrowser_address
・dbrowser_document
・dbrowser_system
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9-1　バージョンアップ

9. バージョンアップとデータ移行

旧バージョンの「Document Browser」をご利用の場合、Document Browser Ver.2の
インストール時にはバージョンアップの手順が必要です。
また、サーバPCの交換などでデータの移行が必要となる場合は、バックアップと復旧を行
います。

9-1　バージョンアップ

バージョンアップの際、旧バージョンのプログラムがインストールされている状態で、バー
ジョンアップ版の「Document Browser」のCD-ROMをCDドライブに挿入してインス
トールを開始すると、旧バージョンの削除を促すメッセージが表示されます。

削除方法は、  「8-1 プログラムの削除」で説明しています。

削除後に再度、「Document Browser」のCD-ROMをCDドライブに挿入してインストー
ルを行います。
 「Document Browser」のインストール P.21

	
旧バージョンと新バージョンで、インストールフォルダまたはデータベー
スが異なる場合は、バックアップデータの復旧が必要です。

 「9-2 データ移行」
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9-2　データ移行

データの移行時には、移行元サーバのバックアップファイルを移行先サーバにコピーして
から、バックアップデータの復旧を行います。

	 データ移行時の注意		

データを移行する際には、SQL Serverのバージョンにご注意ください。

①移行前と移行先のSQL Serverのバージョンが同じ場合
旧環境でバックアップデータを作成し、新環境で復旧（リストア）を行ってください。
安全に移行するために、新環境で復旧後に問題なく動作することを確認してから、旧環
境のデータを削除してください。

②移行前と移行先のSQL Serverが異なる場合
SQL Serverのバージョンが異なる場合は、バージョンアップには対応しますが、バー
ジョンダウンには対応することができません。
SQL Serverを移行前と同等、または新しいバージョンでセットアップしてください。
下記表を参考にしてください。

MSDE⇒SQL Server2000／ 2005 ○

SQL Server2000／ 2005⇒MSDE ×

SQL Server2000⇒SQL Server2005 ○

SQL Server2005⇒SQL Server2000 ×

	 データ移行の実行		

1	データをバックアップします。
 「保守」　P.86
 「6. 自動バックアップ機能の設定」

2	移行先サーバにDocument Browserをインストールします。
 「Document Browser」のインストール P.21

3	バックアップデータを移行先サーバのバックアップフォルダにコピーします。
デフォルトインストールでは、バックアップフォルダは以下のフォルダとなります。
C: ￥Program Files ￥EPSON ￥SynergyWare ￥DocumentBrowser
￥backup

4	バックアップデータを復旧します。
［スタート］→［プログラム（P）］（または［すべてのプログラム（P）］）→［Offirio 
SynergyWare］→［Document Browser］→［Document Browser 管理ツール］を
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選択します。
＜Document Browser 管理ツール＞画面で＜保守＞をクリックします。

バックアップファイルを選択し、＜バックアップデータからの復旧＞をクリックし
ます。

	
バックアップデータを移行する場合は、一旦、移行先サーバのバックアッ
プフォルダにデータをコピーし、その後、移行先システムのデータベース
へのバックアップデータの復元を実行します。そのため移行先のハード
ディスクには、所有するバックアップデータ容量の２倍以上の空き容量を
必要とします。あらかじめ、サーバの空き容量を確認のうえ実行してくだ
さい。
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